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論 文 内 容 の 要 旨 

 

脳の機能には、分散した脳領域で別々に処理された情報の統合が不可欠である。この統合を

可能にするのが長距離投射ニューロンであり、さらに長距離投射と局所微小回路との協調的

な相互作用が重要である。しかし、この相互作用がどのように皮質回路に実装されているの

かは、あまり知られていない。本論文では、このロジックを解読するために、マウスの視覚

野の 2/3 層にある脳梁投射ニューロン（CPN）を長距離投射のモデルとして用い、CPN が

特徴的な刺激応答特性と微細な局所接続パターンを示すことを明らかにした。2 光子カルシ

ウムイメージング法により、CPN がより高い同側目の好みを示し、CPN のペアはランダム

なペアよりも強いシグナル/ノイズ相関を示すことを明らかにした。ペアスライス記録によ

って、CPN が優先的に CPN にシナプス結合していることを示し、投射標的依存性の微細な

サブネットワークの存在を実証した。これらの結果は、大脳皮質投射ニューロンの投射先

と、応答特性、また局所的な接続性が強く関連する事を示す。  
 


